実践報告

１．対象学年

　　普通科１年生

２．実習にあたって

　　○　生徒の実態

パソコンの学習については、これまでに表計算ソフトやプレゼンテーションソフト、インターネットでの検索練習など操作に慣れることを重点に学習してきた。
　　○　実習環境，使用ソフト等

パソコン教室には，サーバー１台・生徒用４０台・教師用１台・教材作成用１台のコンピュータが，LANでつながっており，インターネット接続が可能である。また，授業支援ソフトでの教材ファイルの配布･回収が可能である。
３．実践内容

タワー型パソコンの中身を見せ、中の部品について説明する。ハードディスクやメモリ、CD-ROM、各種カード類を生徒に持たせて見せた。また、ディスプレイ、マウス、キーボード等のケーブルをはずしたり繋いだりする作業を、数人の生徒に体験させた。この際、電源を入れるときに周辺機器が接続されていないと後で認識しないことをマウスケーブル（PS/2）で体験させた。また、学習ノートと実習プリントで５大機能の役割を説明した。
４．実践結果と考察

実際のものを見ること、触れることにより５大機能の学習では印象深く学ぶことができたようである。部品に興味のある生徒は、授業が終わっても観察に来る生徒もいたり、自宅のパソコンについて質問する生徒もいた。逆に、もともと機械類に興味を示していない生徒は、その様子が表情に表れていた。また、ケーブルの接続は慎重に行わないと破損しやすいことを伝え、全ての機械ではなく、6人に1台の割合で行った。幸い破損等は起きなかったが、今後も実習を行う祭は十分注意が必要であると思われる。
５．今後の課題

実際のものを見ること、触れることは、ほとんどの生徒が興味を示していたので学習効果はあったと思う。しかし、ケーブル接続の実習は、やはり心配な点もあり、生徒の様子を考えながら，行っていく必要があると思われる。
